
 

COVID-19 流行下、3 次医療機関でのがん患者の入院は安全か／JCO 

 

オーストリア・ウィーンの 3 次医療機関で、COVID-19 に対する政府や施設の感染対策実施後に、入

院中のがん患者の SARS-CoV-2 感染率を調査したところ、一般集団と同様であり、また、がん以外の患

者よりも低かったことが報告された。今回の結果から、人口全体および施設の厳格な感染対策が実施さ

れた場合には、大規模な 3次医療機関において積極的ながん治療や通院が実現可能で安全であることが

示唆された。Medical University of Vienna の Anna S. Berghoff 氏らによる報告が、Journal of Clinical 

Oncology 誌オンライン版 2020年 8月 14日号に掲載された。 

 本研究の対象は、2020年3月21日～5月4日、当院で定期的に鼻腔または咽頭スワブを用いたRT-PCR

により SARS-CoV-2 RNA を検査していたがん患者。このコホートでの結果を、代表的な全国ランダムサ

ンプル研究のコホート（対照コホート 1）および当院のがん以外の患者のコホート（対照コホート 2）

の SARS-CoV-2の感染率と比較した。 

 主な結果は以下のとおり。 

・連続した 1,016 例のがん患者に 1,688回の SARS-CoV-2 検査を実施した。1,016 例中 270 例（26.6％）

がネオアジュバントまたはアジュバント治療を受け、560例（55.1％）が緩和療法を受けていた。 

・1,016 例中 53例（5.2％）が COVID-19 の疑われる症状を自己申告し、4 例（0.4％）で SARS-CoV-2

が検出された。SARS-CoV-2 陽性の 4 例とも当科での検査時には無症状で、2 人は症候性 COVID-19 から

回復した患者であった。また 4例中 3例で、陽性判定から 14〜56 日後に陰性となった。 

・がんコホートの対照コホート 1に対する SARS-CoV-2 感染の推定オッズ比は 1.013（95％CI：0.209

〜4.272、p＝1）、対照コホート 2 のがんコホートに対する推定オッズ比は 18.333（95％CI：6.056〜

74.157）であった。 

 

 著者らは「無症状のウイルス保有者を発見し、ウイルス蔓延を回避するために、がん患者の定期的

な SARS-CoV-2検査が勧められる」としている。 
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